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研究成果の概要（和文）：軽度認知障害（以下MCI）、軽度アルツハイマー病（以下AD）群を対象とし、エピソ
ード記憶と語彙的知識に関する記憶モニタリング課題を行った。日常生活での記憶モニタリングに関する評価も
行い、モニタリングの正確性について検討した。その結果、エピソード記憶のモニタリングはMCI、軽度ADは健
常高齢者よりも低下し、記憶に関する過大評価が示された。一方、語彙的知識の記憶モニタリングの正確性には
3群間に有意差はなく、軽度ADにおいても保たれていると考えられた。日本版成人メタ記憶尺度では変化因子で
のみ有意差があり、MCI、軽度ADは健常高齢者より記憶機能において年齢による変化を感じていないことが示唆
された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated metamemory related to episodic memory and 
lexical knowledge for patients with mild cognitive impairment (MCI) and mild Alzheimer's disease 
(AD). We also administered the metamemory in adulthood(MIA) questionnaire to test the self-evaluated
 metamemory in daily life and examined the accuracy of memory monitoring from these tasks. As a 
result, monitoring of episodic memory was lower in MCI and mild AD than in healthy older adults, 
indicating overestimation of memory of patients. On the other hand, there was no significant 
difference in the accuracy of memory monitoring of lexical knowledge among the three groups, which 
was considered to be maintained even in mild AD. In the daily metamemory scale, there was a 
significant difference only in the subscale of ‘change’, suggesting that patients with MCI and 
mild AD did not perceive age-related changes in memory function as compared to healthy older adults.

研究分野： 神経心理学

キーワード： 記憶モニタリング　軽度認知障害　アルツハイマー病　認知神経心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦においてAD、とくにMCIの記憶モニタリングについての研究はほとんどなく、意味的・語彙的知識に関する
記憶モニタリング研究はほとんど見当たらない。MCIやADの記憶モニタリング課題と想起課題の関連や日常生活
でのメタ記憶に関する尺度について検討することから、記憶や記憶モニタリングに関する変容過程やメタ記憶の
正確性について解明しうる。想起そのものと記憶モニタリング能力との関連は病識の有無とも関連し、認知機能
の軽度低下をより簡便に的確に評価することによって、MCIと健常者、ADとの鑑別の一助となり、早期診断・介
入に役立ちうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１. 研究開始当初の背景 
 軽度認知障害（mild cognitive impairment：以下、MCI）は認知症の前段階と考えられ、その
うち 10～15%がその後 1年間に認知症に移行するとの報告があり、早期診断・介入が重要である
といわれている。MCI の定義には「記憶障害」や「本人や家族からの記憶障害の訴え」が含まれ
る。記憶障害は予後を予測する要因となるとも考えられ、その特徴や評価方法を把握しておく意
義は大きい。MCI には全般的な認知機能障害はないとされているが、エピソード記憶に関する障
害だけでなく、語を想起・列挙させる課題のような語彙的知識に関しても軽微な低下が報告され
ている。 
 アルツハイマー病（Alzheimer’s Disease 以下 AD）におけるエピソード記憶に関しては健常
者よりも記憶に対する自己評価が実際の再認成績より高く、MCI においても同様の結果が得られ、
エピソード記憶に関する記憶モニタリングの障害が見出されている。記憶モニタリングは病識
や物忘れの自覚、記憶に対する気づきと密接に関連している。しかし、語彙的知識に関する記憶
モニタリング研究はほとんどなく、MCI については記憶モニタリングに関する研究が少ない。MCI
の語彙的知識の想起低下の報告があるため、想起とそのモニタリング能力間の乖離の有無を把
握することの臨床的意義は大きい。さらに MCI、AD、健常者間の鑑別の一助となるように、簡易
で正確な記憶モニタリングに関する評価法の開発・実施を検討し、臨床的応用を考えていく。 
 
 
２. 研究の目的 
 AD へ移行する可能性の高い健忘型の MCI、AD、比較のための健常高齢者を対象として、意味
的・語彙的知識を想起することと、想起に対する記憶モニタリングの正確性について検討する。
その際、MCI においても障害が認められるエピソード記憶に関する想起と記憶モニタリング課題、
自己の記憶に関してメタ記憶を多面的に測定する日本版成人メタ記憶尺度（MIA）の短縮版も実
施する。記憶モニタリングに関して、実験的な課題と質問紙による自己評価から被験者 3群間の
違いについて検討を行う。 
 
 
３. 研究の方法 
 対象は、MCI：30 人、AD：13 人、健常高齢者：38人であった。MCI は認知機能に関する低下の
主観的な報告（患者あるいは家族などによる）があり、全般的な認知機能、ADL は保たれている
者で、CDR（Clinical Dementia Rating）0.5（記憶項目が 0.5 である）で認知症ではない者とし
た。AD患者は CDR１で、NIA-AA（National Institute on Aging-Alzheimer’s Association）に
おいて probable AD の診断基準を満たす者とした。MCI、AD ともに年齢は 50歳以上 89 歳以下で
教育年数は 9年以上とした。 
 
 被験者に下記（１）から（３）を施行した。 
（１）語彙的知識に関する記憶課題 
1)図 1のように目標となる漢字 2文字単語を平仮名表記し下線を 
付けた短文を 1文ずつ PC画面に呈示。漢字をどの程度思い出せるかを 
４件法（4：完全に思い出せる～1：全く思い出せない）で 
評定させた（想起可能性）(40 短文）。 
2)再度１文ずつ呈示し、1)の漢字単語書取を施行した。 
記憶モニタリングの正確度[(書取の正解数)-(想起可能性の 
「完全に思い出せる」と評価した個数)]*2.5 を用いた。 
 
（２）エピソード記憶課題 
1)漢字 2 文字単語 10個を 3秒間ずつ PC画面に継時呈示。直後再生させた。 
2) 10 分後にいくつ思い出せると思うかを尋ねた（見積もり）。 
1), 2)を 2試行（20単語）した後で、 
3) 2 試行合わせて 10分後に遅延再生させた。記憶モニタリングの正確度を[遅延再生数-見積も
り数]*5 とした。 
両記憶課題の単語は、NTT データベース、教育基本語彙から選択した。 
 
 （３）日本版成人メタ記憶尺度（MIA）の短縮版（金城ら、2013） 
自分の記憶をどのように理解しているか、成人のメタ記憶を多面的に測定する尺度。 
「以前のようには、物事が思い出せない」、「思い出す手助けとして、頭の中でイメージや光景を
思い描きますか」など 44項目について 5件法で回答させるものであり、変化、方略、課題、能
力、不安、支配の６因子からなる。 
 

図 1 語彙的知識に関する記憶課題の呈示文の例 



 
４. 研究成果 
（１）語彙的知識に関する記憶課題 
 健常高齢者と比較して想起可能性、書取ともに MCI、AD 群で低下を認めたが、正確度は 3群間
に有意差はなかった（図 2 左）。漢字書字能力は低下しているが、書字に必要な語彙的知識に関
しては軽度 ADにおいても記憶モニタリングが保たれている可能性がある。 
 
（２）エピソード記憶課題 
 直後・遅延再生、見積もり、正確度ともに健常者よりも MCI、AD で低下を認めた（図 2右）。
エピソード記憶のモニタリングに関して健常高齢者より有意に低下しており、実際の再生数よ
りも多く見積もられた。MCI の段階において過大な自己評価の可能性が示された（Perrotin, et 
al., 2007；Vannini, et al., 2017）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
（３）日本版成人メタ記憶尺度（MIA）の短縮版 
 下位尺度のうち変化因子(自己の記憶機能の変化の認識)で有意差があり、MCI/AD 群は健常高
齢者より記憶機能の年齢による変化を感じていないことが示唆された。 
 
 上記の結果から、語彙的知識に関する記憶、エピソード記憶ともに健常高齢者よりも MCI/AD
において低下を認めるが、記憶の種類によって記憶モニタリングのみられ方に違いがあること
が示唆された。MCI と AD で記憶モニタリングに違いが見られず、とくにエピソード記憶に関し
ては MCI で低下がみられ、軽症 ADにおいてもそれほど変化しない可能性がある。 
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図 2 記憶モニタリングの正確性（左：語彙的知識に関する記憶 右：エピソード記憶） 
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